
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

互いに比較し合うような形になってし

まうことに居心地の悪さを感じた。と

にかく自分にとってどこにも居場所が

なく、これまで何をやってきたのか、

私はどこに向かっているんだろうとい

う疑問は日毎に強まり、ついに一度音

楽を離れることになった。 

美容用品店などで働きながら 1 年く

らいピアノに触れず、全てから解放さ

れて楽な時期でもあった。ほとんど触

れる機会のなかったクラシック以外の

音楽をやってみたくなり、バンドを組

んだり、コピーバンドでボーカルにチ

ャレンジしたりするうちに自然とバン

ド内でピアノにも少しずつ触るように

なった。フェードインするような形で

音楽に戻っていく。一度離れたことで

自分は音楽が好きだということを初め

て認識することができた。 

20 歳の春、インストバンドに所属

し、ラウンジ演奏や歌手のバックなど

で、プロのピアニストとして音楽活動

を開始。初めての音楽仲間や音楽を愛

するファンの方との出会いで、自分の

居場所を少しずつ見つけ始める。 

その頃、即興演奏で自由に表現する

ことや、複雑で深みのある和音の響き

に憧れ、ジャズを勉強し始め、ジャズの

テンションコードの響きは自分にたく

さんのインスピレーションを運んでき

た。新しい世界が開け刺激的な毎日で

はあったが、そこからヒーリングジャ

ズに行き着くまではまだまだ先のこと。 

どの境内地だったよ

うです。場所は、地

図を比較すると、現

在の豊ヶ丘北公園の

東側付近の緑地帯付

近にあたると考えら

れます。 

『風土記稿』によ 

れば、ご神体は髪を下げ、手に花を持

った立ち姿の女神像であるとされてい

ます。吾妻神社の祭神が弟橘媛(おとた

ちばなひめ)であるとされているので、

女神像もこの弟橘媛である可能性も考

えられます。しかし、近くの相模原市

では同じ「東権現社」という名前の神社

が養蚕の女神を祀るなど(森秋子氏の

ご教示)、弟橘媛以外を祀る事例もある

ことから、神社の由来や神像について

はさらなる検討が必要です。なお、貝

取神社境内にある倶利伽羅不動も、か

つては吾妻神社付近にあったと推測さ

れています。 

宝永年間の訴訟に貝取村が勝利した

際には、この東権現社付近で酒盛りが

おこなわれました。現在、東権現社は

ありませんが、この場所は今も貝取集

落を見下ろせる高台であり、ここに立

つと酒盛りの際に村人たちが見たであ

ろう貝取の集落のようすを、なんとな

く想像することができるのです。 

参考文献：『多摩市史民俗編』、比留間一郎 1981「「18 

世紀初期の秣野紛争－宝永3年貝取村秣
野出入一件覚－」(「『中市市立土土紀紀要』
第 7 号)、パルテノン多摩 2006『多摩の

里山』、同 2012『消えた寺が語るもの』 

前回ご紹介した貝取村と寺方村の宝

永年間の争いの過程は、「貝取村秣野出

入一件覚」という史料に克明に述べら

れています。この史料には、絵図を作

成した際のようすも記されています。 

裁判をおこなうためには、貝取・寺

方の両村で絵図を作成する必要があり

ました。そこで、寺方村は「江戸根古

矢辺の坊主」に、貝取村は「八王子の

三左衛門」にそれぞれ依頼して絵図を

つくることになりました。絵師と関係

者は、村の鎮守の神社で「絵図を公正

につくる」誓いを立てます。寺方村で

は「山の神様」(山神社)、貝取村では

「阿津間大権現様」で誓いが立てられ

ました。 

貝取村の誓いの場となった「阿津間

大権現」は、江戸時代の別の史料には

「東権現社」と表記され、多摩ニュータ

ウン開発時には「吾妻神社」という名称

になっています。森秋子氏の聞き取り

調査によれば、地元からは「アズマサ

ン」と呼ばれていたようです。 

江戸時代の東権現社のようすは、地

誌『新編武蔵風土記稿』(以下、『風土記

稿』)に記されています。それによれば、

東権現社は八幡宮(現・貝取神社付近)

の 2町ほど北の山上にあり、140 坪ほ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨の音を聞きながら、暗い部屋から、 
外を眺めていた。雨が上がり、光が差 
すイメージをもって、待っていた。 

2 歳よりピアノを始め、物心ついた

頃には幸運にも絶対音感がついたのか

周りにあるものをすべて「「ド」とか「「レ」

とか、和音の構成音もソシレなどと答

えることができた。 

周りの環境にそうさせられるがまま

練習に明け暮れ、自分が音楽を好きか

どうか考える余地もあまりなかった。 

練習は辛かったが、周りの期待に応

えるべく努力し、自分がいい演奏をす

ると、皆から褒められ、自分の価値は

ピアノにあると感じていた。 

今、思い出してはっきり楽しかった

と言えることは、週に一回会うピアノ

の先生がとても感性の通じ合う方で、

自分の内面をよくわかってくれる人だ

ったこと(余村聡二郎氏)、「 それから週

一回のソルフェージュ教室で和音を聞

き取ることが楽しかった。 

桐朋女子高等学校音楽科を経て桐朋

学園大学音楽学部ピアノ科へ入学。そ

の頃からいろいろなことに疑問を持ち

始める。 

グループでの立ち居振る舞い方が苦

手でうまく周りにあわせられず、常に 
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橋 場 万 里 子  多摩の歴史さんぽ（４１） 

 

 東権現社 貝取村と寺方村の争い ② 

 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学非常勤講師。 

美しい音楽を探す旅（１） 

いつもピアノの音色と共に  

この地図は、時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ
on the web」((C)谷 謙二)により作成したものです。 
 

桃 瀬  茉 莉  

 

筆者紹介：桃瀬「 茉莉(ももせ「まり) 
神奈川県出身。桐朋学園大入学後より全国
各地で演奏活動を行う。NHKの(SONGS)
など数多くのアーティストと共演 

Xmas  

◆ １２月１６日(土)  開演１８：００ 開場 17：30 終演 19:30 ■  桃瀬
も も せ

 茉莉
ま り

（ピアニスト/作・編曲家） 

マリテス(ボーカル) 

（ボーカル） 

会  場 ： ロビー 

入場料 ： ￥５００ 

定  員 ： 先着８０名 要予約（受付：10 月２2 日（日）14：00～） 

曲  目 ： Have Yourself A Marry Little Christmas 

        Let It Snow、The Christmas Song ほか 

主  催 ： 文化部会 

神奈川県出身。「心を癒すヒーリング・ジャズ・ピアノ」をテーマ

に、心に響く美しいメロディを大切に、季節の移ろいや空の表情を

ドラマチックに描いたオリジナル曲を作り、届けている。桐朋学園

大学音楽学部入学後より全国各地で演奏活動を行いクリス・ハート

のバックにて NHK「SONGS」などに出演するなど数多くのアーテ

ィストと共演。これまでに自身の作編曲作品として 11 枚の CD を

リリースし毎年リリースツアーを行う。2020 年 10 月、日経モーニ

ングプラス FT(BS テレ東) エンディングテーマに「雲をぬけたら」

(アルバム Across the sky)タイアップ決定、３年目放送市。 

はじめてのピアノの発表会(4 歳) 

ミュージック  ビデオ
｢Falling leaves ｣
桃瀬 茉莉 

倶利伽羅不動 


